
 組立説明書商品名

ステンレス天板 食洗機ラック  　SB-130021
この度は、当社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
組み立てを始める前にこの組立説明書をよくお読みください。不適切な
組み立て方法や使用は、破損やけがの原因にもなりますので、必ず指示
に従って正しく組み立て、ご使用ください。また本書は組み立て終了後
もいつでも取り出してご覧いただけるように、必ず保管してください。

商品コード

約 幅505×奥行455×高さ110(㎜)

本体 ： スチール（クロムメッキ）
天板 ： ステンレススチール　

日　本

サ イ ズ

材 質

原 産 国

● この商品本来の目的以外の使用は絶対にし
　               ないでください。誤った使用は破損やけが
　              の原因になります。 
● 商品に乗ったり、寄り掛かったりしないで
　ください。けがをする恐れがあります。　
　特にお子様には十分注意してください。
● 片寄った荷重はかけないでください。
●必ず耐荷重以内でご使用してください。
● 商品を移動させる際は、上に乗っているも
　のをすべて取り除いてから行ってください。
●ステンレスは全くサビないというわけでは
　ありません。塩分や酸等を含んだ汚れを付
　着したまま放置したり、アルミなどの、異
　種金属と接触したまま放置するとサビ発生
　の原因となります。汚れた場合は食器用の
　中性洗剤で洗って水気をきれいにふき取っ
　てください。（洗う際は、柔らかいスポンジ
　等を介在して洗ってください。）
●商品に水気が残った状態での長時間のご使
　用はご注意ください。
　水道水の塩素等で染み跡などが残ったり、　
　サビが発生する場合がありますので、定期
　的に水気をきれいに拭き取ってください。

●けが防止のため、手袋を着用し組み立てて
　ください。
　また、パイプの中に指を入れたり、板の切
　断面などは直接手で触らないでください。
●必ず 2人以上で組み立ててください。
●組み立て時は、床や家具等にキズがつかな
　いよう、十分な空間と、床に布やカーペッ
　ト等の敷いてあるところで行ってくだい。
●段差や凹凸のある場所、また、傾きのある
　ところに設置しないでください。
　破損・転倒する危険があります。
●必ず水平な場所に設置してください。また、
　強度が不十分な設置面では、設置しないで
　ください。 
●火のそばや、高温になる場所には設置しな
　いでください。本体が熱くなりやけどする
　危険があります。

● 天災等の不可抗力や不当な修理・改造による故障・破損等
　は補償致しかねます。

● 廃棄の場合は、お住まいの市町村等の注意に従って正しい
　廃棄の方法をお守りください。
● 商品の外観・仕様は、予告なく変更する場合があります。

使用上の注意

転倒・けが・破損の原因

組立・設置

　転倒・けが・破損の原因

使用・お手入れ

■ お願い

● 定期的に各部（接合部等）の点検を行ってください。
　(１カ月に１度が目安です）

■ 点検

※本品の天板の裏面に、数字が記載されたシールが貼り付けてあります。
　これは、生産管理上必要なシリアルナンバーです。剥がさずにご使用ください。
　剥がしてご使用する場合は、組立説明書内の指定の位置に貼り直していただくか、
　わかりやすい場所に貼り付けて、なくさないように大切に保管ください。

シリアルナンバー
貼り付け位置

部品の確認

① 本体
　　　

×１

SB-130021

※天板の裏面にシリアル
　ナンバーシールが貼
　り付けてあります。

　 ○数字○

耐 荷 重 約 40 kg

※組み立てを始める前に、必ず部品がそろっていることを確認してください。

③ クッションゴム
　　　

新潟県三条市須戸新田213番地3
0256-47-1867

② 天板

×１ ×４

組み立て方

※天板の表面には、キズ
　防止用の保護フィルム
　が貼ってありますので、
　剥がしてからご使用して
　ください。

③

③③

③

①

②

①のアジャスター部４か所に③を貼り付けてください。
②の下に緩衝材用のダンボールが挟まっていますので、取り
除いてから、再度、②を①の上に載せてください。

緩衝材用の
ダンボール

完成

※最後に、ガタツキが無いか確認してから、
　商品の上に食洗機を載せてください。
　ガタツキがある際は、本体の脚部に付い
　ているアジャスターを回して調節してく
　ださい。

※本製品の耐荷重は４０ｋｇです。
　耐荷重以内でご使用ください。
　食洗機の中に入れるお皿、洗っている
　最中の水の量なども考慮してください。

※最初から脚４か所に
　アジャスターが取り
　付けられています。

※③はアジャスターの、ど真ん中に貼り付けてください。
　中心から、かなりずれて貼りつけると、脚部に片寄った
　荷重がかかり、破損する恐れがございます。


